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要 旨
本研究は, 母性看護実習が学生 の 母性意識に与 える変化およ び母性意識と性役割観 の 関連を調
査する こ とに よ り母性看護実習 の 効果を明らか にする こと を目的と した . ま た先行研究 と の 比較
に より現在の 看護大学生 の 特徴を明らかに する こ とで 今後の 実習指導 の 基礎資料 を得る こと を目
的と した .
対象 は, 1997- 2000年に母性看護実習を行い研究に 同意の 得られ た本学4年次看護学生女子188
名で あ っ た . 調査内容は, 母性意識に関 して は ｢母性理念質問紙｣ を実習前後に 用 い , ま た, 性
役割観に 関して は ｢女性に対する態度尺度｣ を実習前に 用い て調査を行 っ た. そ の 結果, 母性意
識 は, 実習前後 の 比較に お い て実習後に母性意識の 上昇がみ られ , 実習 の 効果が確認で きた . 莱
習体験が実習後 の 母性意識に 与えた影響を検討 したと ころ , 実習前 に母性意識が低 い者 に正常分
娩見学, 授乳介助体験が実習後の 母性意識 の 変化 に関与 して い た . 性役割観で は, 革新的男女平
等観 を抱く者が90名 (47.9% ), 中間層が89名 (47.3% ), 保守的 ･ 因習的女性役割観を抱く者が
9名 (4.8 %) で あ っ た . 実習前に 革新的男女平等観 を抱く者 は母性意識が低く, 保守的 ･ 因習
的女性役割観を抱く者は母性意識が高か っ た . ま た, 実習後に革新的男女平等観 を抱く者と中間
層に お い て 母性意識 の 上昇がみ られた . 先行研究と の 比較で は, 実習前 の 母性意識 は低く, 実習
前後 で は革新的男女平等観に傾く傾向が あ っ た.
以上より , 母性看護実習は, 母性意識 の高揚に お い て評価で き, と りわ け正常分娩見学 , 授乳
介助 に お い て 効果がある こ とが明らかと な っ た.
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母性意識 は生ま れ つ き の 本能 で はなく ,先天的
な母性 の 特質と結び つ き, 生後周囲か ら の 影響を
受 けなが ら成長 し, 経験する こ と に より発達する
と考え ら れて い る
ト3)
. しか し, 近年 の 青年期女
性 は, 核家族化 , 地域社会の 関連性 の 稀薄さ , 受
験戦争に 伴う塾通い な どに よ り, 子 どもと接触す
る機会が少なくな っ て い る . こ の 現象 は, 成長過
程 に おける母性意識 を発達さ せ る個々 人 の体験を
減少させ , 母性意識の 変容を もた ら して い る4~6)
看護大学生に お い て は, 看護を実践する上で , よ
り健全な母性意識 の 獲得が望ま れ る. しか し, 彼
らの 成長過程に お い て も同様に 環境 の 変化 による
母性意識 の 変容が推測さ れ る.
また, 現在働く 女性 の 数 は全雇用者 の 約4割を
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占めると い われ , 同時 に働く女性 の 高学歴化, 継
続年数の 長期化に よ り女性労働者 の 成熟化が進展
して い る7). こ の 女性 の 社会進出に 伴 い 伝統的な
男女の 性役割観も変化 しつ つ あるよ うに考え られ
る . こ の よう な現状 の 中, 看護大学生 の母性意識
と性役割観 の 関連 に つ い て も明らか に する こ と ば
意義深い ことと考え る .
母性看護実習評価に 関する先行研究と して は,
母性意識を指標と した研究が多く なさ れて お り,
実習 は母性意識 を高く する8, 9)こ とや対児感情に
お い て も回避感情を 低く する と い う効果が 報告
されて い る . しか し, そ の 殆 どが実習前後 の 比較
の み の 検討で あり , そ の 変化が実習に お ける種々
の 体験の うち , どれ に 起因する の か に つ い て の 検
討 は少ない .
性役割に 関す る先行研究で は , 親 の 性役割に対
する考え は娘 の 性役割 に対する認知全般 に影響を
及ぼ し1', 12), 母娘 の 関係 に お い て 母と の 肯定的な
関係が娘の 女性性受容 に影響 して い た1 ‖ と の 報告
や , 月経前症候群 (以 下P M S) と性役割観 の 関
連で P M S を治療 して い る人は女性的役割を受容
で きな い 人が 多く , 月経 に 対 して も否定的で あ
る13)と い う報告な どがみ られ , 性役割観と性の 受
容 にかか わる研究が され て い る .
母性意識と性役割観と の 関連性に つ い て の 先行
研究で は , 保守的 ･ 因習的女性役割観を抱く者よ
り革新的男女平等観を抱く者 に実習後に母性意識
が高く なる と い う報告8)が ある . しか し, 母性看
護実習に お ける母性意識と性役割観と の研究は非
常 に少 なく , 一 貫 した知見が得 られて い な い .
ま た, 年代が異な る こ と に よ り性役割観 に も違 い
が予測さ れる .
こ れ ら の こ とか ら本研究で は, 本学 の母性看護
実習が学生 の 母性意識 に どの よ うな変化を与える
の か に つ い て , 実習体験も含め て 検討を加え , さ
らに , 現代 の 看護大学生 の性役割観と母性意識 の
関連か らも実習効果を明らか に し, 今後 の 学生実
習指導の 基礎資料 を得る こと を目的とした .
用語の 定義
母性意識 : 本研究で は , 花沢 の 『母性理 念質問
紙』11) の 概念 に基 づ き , 母性意識を , ｢ 女性が母
-42-
親に なる , あ る い は母親で ある こ と の 自覚と , そ
の 自覚 に基 づく妊娠 ･ 分娩 ･ 育児 へ の 態度や価値
観とそ の 両方 を包括する概念｣ と捉える .
性役割観 :1978年に Spe n c e,J らに よ り作成 され
東ら が 日本 に 紹介 した 『女性 に 対する 態度尺度
( Attitude s To w a rd Wo m e n Sc ale :
A T W S)』15)の 概念 に基 づき , 性役割観を ｢職業生
宿, 教育や知的な活動, デ ー ト の 際 の 振る舞い ,
家庭内の 男女 の 役割 , 夫婦関係と い っ た広 い範囲
にお い て , 女性の持 っ べ き権利や役割にお けるフ ェ
ミ ニ ス ト的態度す なわ ち男女 の平等羊義的態度｣
と い っ た個人の 価値観 と捉え る.
研究方法
1
, 調査対象
調査期間内に 母性看護実習を行 っ た当大学4年
次女子学生252名を対象に 本研究 の 主旨を説明 し,
調査に協力 の 得られた188名を対象と した｡
2 . 調査期間
1997年4月 - 2000年10月
3
. 方 法
母性看護実習前後 に母性意識と して 『母性理 念
質問紙』14
) 杏, 実習前 に性役割観 と して 『女性 に
対する態度尺度 : A T W S』15)を用い て 自記式 ･ 留
め 置き回収法 にて 調査を行 っ た｡
｢母性意識｣ の 質問内容 は27項目で , 母鶴役割
を肯定する項目18項目と母親役割を否定する項目
9項目に な っ て い る . 採点 は各項目に つ い て ｢ 非
常 に そ う思う｣ を + 2点か ら , ｢非常に ちがう｣
を - 2点 の 5段階評定とした . 肯定項目, 否定項
目別 に そ れ ぞれ の 得点を集計 し, 肯定項目得点 ,
否定項目得点と して実習前後 の 得点変化 を分析 し
た . なお , 肯定項目は得点が高 い ほ ど母性意識が
高く , 否定項目は得点が低 い ほ ど母性意識が高 い
こ と を示す.
実習後 に母性意識 (肯定項 目･ 否定項目) 得点
が上昇ま たは下降する変化は実習中 の どの よ うな
体験に 関わるか を探る ために 実習体験項目を用 い
て 多重 ロ ジ ス テ ッ ク 回帰分析 をお こ な っ た. ロ ジ
ス テ ッ ク 回帰分析をお こ なう上で , 以下 の 手続き
をと っ た . 上昇群 ･ 下降群と の 比較に つ い て は ,
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よ り実習 の 影響が分析 で き る よう に , ｢ 上昇群｣
を実習後 の得点が実習前より2点以上の 上昇があ っ
た人と し, ｢下降群｣ を - 2点以下 の 下降があ っ
た人と した . ま た, 変化 しなか っ た群 (実習前後
の得点差が -1 - 1点の 者) を ｢ 比較群｣ に含め
(上昇群ま た は下降群 の どち らか の 群と変化 しな
か っ た群), 上昇群ま たは下降群 の 群と比較した .
ま た, 分析 に あた っ て は, 実習前 の 得点が高か っ
た者と低か っ た者で は, もと もと の 母性意識の 発
達に違 い が予測され るため , 肯定 ･ 否定項目別 に
実習前 の 得点が平均点以上 の 者 (高得点群) と平
均点以下 の 者 ( 低得点群)に群別して 上記の 分析
を行 っ た . そ の 方法の 詳細に つ い て は以下の とお
りで ある .
肯定項目 :
･ 高得点群で下降群 (- 2点以下) と比較群 (上
昇群と変化がなか っ た群 : - 1点以上) の 比較.
･ 低得点群 で上昇群 (2点以 上) と比較群 ( 下降
群と変化がなか っ た群 : 1点以下) の比較.
否定項目 :
･ 高得点群で 下降群 (- 2点以下) と比較群 (上
昇群と変化が なか っ た群 : - 1点以上) の比較.
･ 低得点群で 上昇群 (2点以上) と比較群 (下降
群と変化が なか っ た群 : 1点以 下) の 比較.
なお, 本研究 にお い て の ｢女性に対する態度尺
度｣ の α 係数 は0.70で あり , ｢ 母性理念質問紙｣の
実習前後 の α 係数 は0.60- 0.69で あ っ た .
｢性役割観｣ の 質問内容 は15項目で , ｢非常 に
反対｣ を 0点か ら, ｢非常 に 賛成｣ を 3点 の 4段
階評定 (逆転項目7項目)と し, 全項目 の 合計得
点を性役割観得点と した. ま た, 性役割観に つ い
て は , 東ら
14) の 研究と同様に , 合計得点が25点以
下 の もの を保守的 ･ 因習的女性役割観群と し, 26
- 33点の もの を中間群と し, 34点以上の もの を革
新的男女平等観群と して分析をお こ な っ た .
分析は統計解析用 ソ フ トSP SS10.O Jを用い た｡
結 果
対象 の年齢 の 範囲は, 21歳か ら26歳 , 平均年齢
は21.4歳 (SD ±0.68) で あ っ た. 実習項目で は,
休浴実施と おむ つ 交換 は, 殆 どの 者が実施して い
た (表1).
表1. 対象 の 年齢, 実習体験
n=1 8
範 囲 M SD
年 齢 21-26 2 1.4 0.6 8
実 習の 体 験 n %
正 常 分 娩 見 学
あり 120 63.8
なし 68 36.2
帝 王 切 開 見 学
あり 45 23.9
なし 143 7 6.1
N I C U 見 学
あり 22 11.7
なし 166 8 8.3
休 浴 実 施
あり 188 100.0
なし 0 0.0
お む つ 交換実施
あり 185 9 8.4
なし 3 1.6
瓶 晴 乳 実 施
あり 158 84.0
なし 30 16.0
乳房 マ ッ サ ー ジ 実施
あり 148 78.7
なし 40 2 1.3
1 . 母性意識 の結果
肯定得点 の 得点範囲は- 32 - 32点 , 否定項目の
得点範囲は- 18- 18点で あ る. 実習前 の肯定項目
の 最低点 は- 20点 , 最高点 は28点で あり, 平均点
は7.1点 (S D±6.9) で あ っ た. 否定項目 の 最低点
は- ll.0点, 最高点は7.0点で あり , 平均点は-2.8
点 (SD±3.3) で あ っ た. 実習後 の 肯定項目の 最
低点は- 10点, 最高点は33点で あり , 平均点は9.4
点 (S D±7.7) で あ っ た. 否定項目の 最高点5.0点,
最低点 は- 14.0点で あ り平均点 は- 3.5点 (S D±
3.3) で あ っ た.
1) 実習前後の 母性意識の比較
実習前後 の母性意識得点 の 比較 で は, 実習後に
肯定項目は上昇し, 否定項目は下降する変化が み
られ母性意識 は有意に高く な っ て い た (p <0.001)
( 表2). また , 設問別に みた結果, 実習後の 肯定
項目で18項目中11項目に お い て有意 に得点の 上昇
が あ り (p <0.05- 0.001) (表3), 否定項目で
は, 9項目中4項目に お い て 有意 な得点の 低下が
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n =1 8 8
表2. 母性意識 の実習前後の変化
実 習 前 実 習 後
M S D M S D
肯 定 項 目 7 .0 9 6.9 1 9.4 4 7.7 0
* * *
否 定 項 目 -2.7 8 3.2 6 -3.5 1 3.3 0 * * *
み られ た (p <0.05- 0.01) (表4).
2) 実習後の母性意識の 変化
実習後 の 母性意識得点 の 変化 を表5に 示 した .
肯定項目に お い て 1点以上得点が上昇 した者 は117
名 (62.2%), 変化無 しの 者は18名 (9.6%), - 1
対 応 の あ る t 検 定
* * *
p< 0.0 0 1
表 3. 母性意識 (肯定項目) 設問別得点の実習前後の 変化
n=1 88
実習前 実習後
M S D M S D
肯 定 項 目
1. 妊娠 , 女にとっ てすばらしい 出来事である.
2･ 赤ちや んを産む ことが できるのは , 女 の特権である.
4･ 赤ちや んを産ん で はじめて , 子 どもの可愛らしさがわかる
5･ 赤ちや んを無事に産むためなら, どんな苦しみも我慢できる.
7･ 女は 子供を産む ことで , 自分が生きた証拠を残すことが できる .
8･ どん なことをしても,赤ちやんは母乳で育てる べ きで ある.
1 0･ 子 どもを産んで 育てるのは , 社会に対する女性の つ とめ である .
1 1･ 女は 子供を持 つ ことで , 人 生 の価値を知ることができる.
1 3･ 育児は女に向い て い る仕事であるから, するの が自然である.
1 4
･ 子 どもを産ん で育 てることは , 自分の成長に つ ながる.
1 6･ 子 どもを産ん で育 てなければ , 女 に生まれ た甲斐がない .
17･ 子 どもが いることで ,家庭生活はより楽しくなる.
1 9. わ が子 の成長を見届けるために, 長生きしなければならな い .
2 0･ 母 親がわが子 を自分の 一 部だと感じるのは当然の ことである.
2 2･ わ が子 の ためなら, 自分を犠牲にすることが できる.
2 3･ 子 どもを育て るの は , 産み の 母が最良である.
2 5･ わ が子 の存在を感じるだけで , 毎 日の 生活に張りが出る .
2 6･ 育児に専念した いというのが , 女 の本音である.
1.4 3 0.61 1.6 5 0.54
1.39 0.66 1.4 9 0.62
-0.12 1.01 -0.1 6 1. 8
0.4 7 0.8 7 0.6 8 0.94
-0.2 3 0.9 5 -0.0 7 0.95
0.1 3 0.9 2 0.1 3 0.85
- 0.3 9 0.8 5 -0.3 3 0.9 1
- 0.1 7 0.9 3 -0.03 1.0 6
-0.1 9 0.8 7 -0.13 0.9 6
1.4 4 0.6 2 1.50 0.59
-0.7 0 0.9 0 - 0.41 1.0 3
1.1 6 0.7 0 1.31 0.6 4
0.6 4 0.8 3 0.76 0.7 4
0.6 6 0.9 0 0.76 0.9 5
0.4 4 0.7 6 0.6 7 0.7 9
0.5 0 0.9 5 0.52 0.9 9
0.7 8 0.6 3 1.0 9 0.6 8
-0.16 0.8 2 0. 1 0.8 5
対応 のある t 検定
*
p< 0.0 5,
* *
p < 0.0 1,
* * *
p< 0.0 01
表4. 母性意識 (否定項目) 設問別得点の実習前後の変化
n=1 88
実習前 実習後
M S D M S D
否 定 項 目
3. 妊娠した自分の姿は , 想像しただけでみ じめである.
6･ 女だ けが妊娠やお産の苦労をするの は , 不 公平 である.
9･ 予 定して いない妊娠の場合は , 人 工 中絶もやむを得ない .
12･ 結婚生活を楽しむためには , 子 どもを つ くらない ほうがよい .
15･ わが 子を他人 に預けてでも, 自分の仕事は続ける べきである.
18･ 育児は妻だけでなく, 夫も分担す べきである.
21･ 育児に追われ て い ると, 若さが早く失われる.
24･ 育児から開放される時に, 人間らしい 自由な生活ができる.
27･ 母 親が子どもの成長を生き甲斐にするのは 間違 っ て い る.
-1.27 0.6 7 -1. 38 0.6 5
-0.34 1.0 0 -0.5 6 0.9 3
- 0.10 0.8 0 -0.2 3 0.8 6
-0.99 0.7 3 -1.0 4 0.7 8
-0.29 0.5 8 -0.3 0 0.6 4
1.58 0.5 3 1.5 6 0.6 0
-0.20 0.9 1 -0.3 6 0.9 1
-0.75 0.7 4 -0.7 3 0.8 0
-0.4 3 0.8 1 -0.4 7 0.7 7
対応の ある t 検定
*
p<o.o 5,
* *
p<0.0 1
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表5. 母性意識の実習前後の上昇 ･ 下降の人数
項 目 得点上昇者 無変化者 得点下降者
n(%) n(%) n(%)
肯定項目 117(62.2) 18(9.6) 53(28.2)
否定項目 60(31.9) 25(13.3) 103(54.8)
得点上昇者:1点以上
変化無し者:o点,
得点下降者:-1点以下
点以下得点が下降した者は53名 (28.2% )で あ っ
た . 否定項 目に お い て 得点が上昇 し た者 は60名
(31.9%), 変化無 し の 者 は25名 (13.3%), 下降
した者は103名 (54.8% )で あ っ た.
3) 母性意識の変化に対する多重 ロ ジス テ ィ ッ ク
回帰分析によ る検討
実習後 の 母性意識得点が上昇ま たは下降の 変化
に関与す る体験 の 検討 をお こ な っ た ( 表6). 分
析に用 い た体験項目は, 殆ど の 者が経験 した休浴
実施とおむ つ 交換実施は除き, 分娩見学 , 帝王切
開見学, NIC U見学 (受け持 ち祷婦同伴), 瓶晴
乳実施, 乳房 マ ッ サ ー ジ実施, 授乳介助の 6項目
と した. 関与が み られ た項目の オ ッ ズ比 は, 肯定
項目の 低得点群に お い て , 比較群に 比べ 上昇群は
乳房 マ ッ サ ー ジ実施が0.29(p - 0.07) で あり,
否定項目 の 高得点群 に お い て , 低下群 は比較群 に
対 し正常分娩見学が4.59(p<0.05), 授乳介助実
施が5.28(p<0.05)で あ っ た.
2 . 性役割観の 結果
性役割観で は, 45点満点で , 最高点42点, 最低
点20点で あり, 平均点 は32.7点 (S D±4.0) で あ っ
た. 革新的男女平等観群で ある34点以上の 者は90
名 (47.9% ), 中間群 の26点 - 33点 の 者は89名 (47.3
% ), 保守的 ･ 因習的女性役割観群 で ある25点以
下の者 は9名 (4.8%) で あ っ た -(表7).
表6 . 母性意識 に影響する実習体験のオ ッ ズ比
n
正霊室娩 帝 王 切 開 見 学 N IC U見 学 瓶 噛 乳 実 施 乳 房盲窟
- ジ
授 乳 介 助 実 施
肯 定 項 目
高 得 点 群
+
( 比 較 群/ 下 降 群)§
低 得 点 群
+
(上 昇 群/比 較 群)
･
■
･
1 0 7 0.7 5 1.5 0
8 1 2.1 5 0.6 8
0.5 3 0 .6 1 0.5 2
1.3 9 1. 8 0 0.2 9
♯
否 定 項 目
高 得 点 群
※
( 下降 群/ 比 較 群)§
低 得 点 群
※
( 比 較 群/ 上 昇 群)
∴
6 5 4.5 9
*
0 .7 2
1 2 3 1.4 5 0.6 0
7.3 0 1.1 3 1.2 1 5.2 8
*
0.6 5 1.0 0 0.5 5 0 .7 3
#
p< o･1 ,
+
p < 0. 0 5
+ :肯 定 項 目 の 高 得 点 群 は 実 習 前 の 平 均 点 (7点 ) 以上 , 低 得 点 群 は 平 均 点 (6点) 以 下 の 群 別
※ : 否 定 項 目 の 高 得 点 群 は 実 習 前 の 平 均 点 (-2 点) 以 上, 低 得 点 群 は 平 均 点 (-3点) 以 下 の 群 別
§ : 肯 定 項 目 , 否 定 項 目 の 高 得 点 群 で の 比 較 群 は 得 点 が -l 点 以 上 の 群 , 下 降 群 は 得 点 が-2点 以 下 の 群
:肯 定 項 目 , 否 定 項 目 の 低 得 点 群 で の 上 昇 群 は 得 点 が 2 点 以 上 の 群 , 比 較 群 は 得 点 が 1 点 以 下 の 群
表7. 性役割観群別の平均点
n - 1 88
性役割観群 得 点 範 囲 n M S D
革 新 的 男 女 平 等 観 群 2 5点 以 下 9 24.3 3 1.6 6
中 間 群 2 6 - 33点 8 9 30.1 3 2.2 1
因 習 的 ･ 保 守 的 女 性 役 割 観 群 34 点 以 上 9 0 36.0 8 1.8 3
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3 . 母性意識と性役割観 との 関係
表8 ･ 9に性役割観別に みた母性意識 の 得点を
表 した .
性役割群別母性意識 (肯定項目)の 実習前 の 得
点 は, 保守的 ･ 因習的女性役割観群 の平均得点で
は12.4点 (SD±3.9), 中間群で は8.6点 (S D±6.4),
革新的男女平等観群で は5.1点 (S D±7.0) で あ り,
実習後の 得点 は, 保守的 ･ 因習的女性役割観群で
は12.7点 (S D± 4.7) , 中 間 群 で は11.4点
(sD±7.4), 革新的男女平等観群で は7.1点 (S D
±7.6) で あ っ た. 実習前後 の 比較で は中間群と
革新的男女平等観群に 母性意識 の 有意な上昇 (p
<o.oo1) がみ られ た . ま た , 実習前 の 性役割別
母性意識 (肯定項目)で は, 保守的 ･ 因習的女性
役割観群と中間群 (p<0.05), 保守的 ･ 因習的女
性役割観群と革新的男女平等観群 (p<0.01) に
有意差が みられ , 保守的 ･ 因習的女性役割群 は母
性意識が高く , 革新的男女平等観群 は母性意識が
低 い 結果で あ っ た. 実習後もそ れ ぞれ の 群で得点
の 上昇 はみ られ たもの の , 保守的 ･ 因習的女性役
割観群 の 母性意識が高い 結果 で あ っ た.
性役割観群別母性意識 (否定項目)の 実習前 の
得点 は , 保守的 ･ 因習的女性 役割観群で は - 3.3
点 (S D±3.0), 中間群で は- 2.7点 (S D±2.9),
革新的男女平等観群で は- 2.8点 (S D±3.6) で あ
り, 実習後 の 得点は, 保守的 ･ 因習的女性役割観
群 で は - 3.2点 (SD±1.9), 中間群 で は - 3.4点
(S D±3.2), 革新的男女平等観群で は- 3.7点 (S D
±3.6)で あ っ た . 実習前後 の 比 較で は , 肯定項目
と 同様 に否定項目で も中間群 (p<0.05) と革新
的男女平等観群 (p<0.01) に 母性意識 の 有意な
上昇がみ られた . しか し, 否定項目に お い て は性
役割観群別母性意識 に得点差が少なく実習前 ･ 後
と も群別 の有意差はみ られなか っ た .
ま た , 性役割観と母性意識と の相関関係をみた
結果, 肯定項目で r ニ ー0.28(p <0.001) で あ っ
たが , 否定項目で は相関はみ られ なか っ た.
表8. 実習前後の性役割観別の 母性意識(肯定項目) の変化
実 習 前 実 習 後
性役割観群 n
M SD
革 新 的 男 女 平 等 観 群
中 間 群
因 習 的 ･ 保 守 的 女 性 役 割 観 群
9 0
8 9
一
･
-
■
.
4
8
0
3
7
6
7.1 7 7.6 4 * * *
041 7.4 0 * * *
*
p< o.o 5,
* *
p< 0.0 1,
* * *
p< 0･00 1
前 後:対 応 の あ る t 検 定
群 間:一元 配 置分散分析
表9. 実習前後の性役割観別の 母性意識(否定項目) の変化
実 習 前 実 習 後
性 役割観群
M S D M SD
革 新 的 男 女 平 等 観 群 9 0 -2.7 7 3.63
中 間 群 8 9 -2.74 2.89
因 習 的 ･ 保 守 的 女 性 役 割 観 群 9 -3.3 3 3.08
-3.6 7 3.5 6 * *
-3.3 8 3.1 5 *
-3.2 2 1.8 6
対応 の ある t 検定 *p く0.05, * *p く0.0 1
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考 察
1 . 母性意識
1) 母性看護実習前 の母性意識
本調査 に よ る本学学生 (1976- 1980年生まれ)
の 実習前の 平均点は肯定項目得点7.1点 (S D±6.9),
否定項目得点- 2.8点 (S D±3.3) で あ っ た. こ の
結果を母性意識に つ い て調査した先行研究と比較
して みる (資料1, 2). 1993年に土居ら
9)が看護
資料1. 母性意識 (肯定項目)の他研究との 比較
研 究 対象の 出生 年 n 平均 S D
土 居 ら (197 0年) 8 4 11.3 0 7.6 0 ｢
:コ
I
.
_
-
--
_ _
.
:
_:_二 ∴ 二
~
_
~ ~
:i
:
lサ ン プル t検 定
■ '
p< o.o 1,
榊
p< o.oo1
資料2 . 母性意識 (否定項目)の 他研究との比較
研 究 対象の 出生牢 n 平 均 s D
土 居 ら (19 70年) 8 4 -3.67 2.9 0 ｢
坂 梨 ら(1 9 73- 1 97 4年) 9 2 -2.1 2
本 研 究 (1 9 76- 1 98 0年) 1 8 8-2.78
●
;:≡1
1サン プ ル t 検 定
♯ *
p<o.o 1,
* * 事
p< 0.00 1
短大生84名 (1970年生ま れ) に 行 っ た調査 の平均
点 で は , 肯定項目11.3点 (S D±7.6), 否定項目
- 3.7点 (S D±2.9) で あり , 坂梨 ら8)が 行 っ た 看
護学生92名 (1973- 1974年生ま れ) の調査の 平均
点 は , 肯定項目8.5点(S D±7.9), 否定項目- 2.1
点 (S D±3.8)で あ っ た.
こ れ ら の研究と今回 の 調査 の 肯定項目に お い て
は ,本学学生の 方が母性意識 は低 い 結果 (p <0.01
- 0.001) で ある こ とか ら , 同胞 の 減少や 生育過
程で 幼い 子 どもと接触体験 の 減少 な どの 状況に よ
り母性意識の 低下をもた らしたも の と推測される .
しか し, こ の こ と に つ い て は, 同朋 の数や幼い 子
どもと の 個々人 の 接触体験 な どの さ らなる調査と
分析が必要で ある .
否定項目に つ い て も土居 らが 調査 した学生と本
学学生で は, 今回の 学生の 方が 母性意識 は低い 結
果で あ っ たも の の (p <0.001), 坂梨 らの 調査と
の 比較で は , 本学学生 の 方が母性意識は高 い 結果
で あ っ た(p<0.01). こ の 坂梨 らよ り本学学生 の
得点が高か っ た理 由に つ い て は, 肯定項目と否定
項目の 設問内容 の違 い が考え られ , 否定設問別に
比較 した結果 ( 資料3), 3項目 ｢3 . 妊娠した
自分の 姿は, 想像 しただ け で み じめ で あ る｣ (p
<0.001), ｢24. 育児か ら開放 さ れ る とき に , 人
間ら しい 自由な生活が で きる｣ (p <0.001), ｢27.
母親が子ども の 成長を生き甲斐 に する の は間違 っ
て い る｣ (p <0.05) に お い て , 本学学生 の 方が
母性意識は高か っ た . 反対 に坂梨 らの 調査の 方が
高か っ た項目は, ｢15. わが子を他人 に預けて で も,
自分 の 仕事 は続 ける べ き で あ る｣ (p <0.001),
｢18. 育児は妻だ けで なく , 夫 も分担すべ きで あ
る｣ (p <0.05) の 2項目で あ っ た . こ の こと ば ,
妊娠 ･ 育児をすば ら しい と思 っ て い るが , 仕事を
資料 3. 実習前の 母性意識 (否定項目) 設問得点と先行研究と の比較
否 定 項 目 今回
坂 梨
M M
3
･ 妊娠した自分の 姿は , 想像しただけでみじめである .
6･ 女だ けが妊娠やお産 の苦労をするの は , 不 公平 である.
9･ 予 定して いない妊娠の 場合は , 人 工 中絶もやむを得な い .
1 21 結婚生活を楽しむためには , 子 どもをつ くらな い ほうがよい .
1 5･ わが子 を他人に預けて でも, 自分の仕事は続ける べ きで ある.
18･ 育児は妻だけ でなく, 夫も分担す べきである.
21. 育児に追われ て い ると, 若さが早く失われる.
24･ 育児から開放される時に , 人間らしい自由な生活 ができる.
27. 母 親が子 どもの 成長を生き甲斐にするのは 間違 っ て い る.
-1.27 -0.9 8
-0.34 -0.23
-0.1 0 -0.0 4
-0.99 -0.9 2
-0.29 -0.53
1.58 1.50
- 0.20 -0.0 9
- 0.75 -0.54
-0.4 3 -0.2 8
* * *
1サン プ ル t 検定 *p < o.o 5,
* * *
p< 0.0 01
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続 ける上で家事役割は分担す べ きで あると思 っ て
い る結果で あ ると考え られ , 社会進出が進む現代
社会の 様相を映し出して い るよ うで ある . しか し,
母性意識が先行研究より高 い と い う, 予測と反 し
た結果で あ っ た こと は, 今後 こ の 否定項目に つ い
て , さ らに追跡調査を行 い検討 して いく必要があ
ると考え る.
2) 母性看護実習前後の 母性意識の比較
母性意識を実習前後で 比較する と実習後に肯定
項目得点 で上昇が み られ , 否定項目得点で 下降が
みられた こ と は, 実習で 体験する こ とを通して 学
生の母性意識 は肯定的に 変容する とい う結果で あ
り, 先行研究と同様 の 結果で あ っ た. 一 般 に , 忠
春期 ･ 青年期 に身近 な人 の 母性行動を観察する こ
と や乳幼児と接触する体験は母性意識発達の 促進
要因に なる
2
-
16) と い わ れて い る . こ の結果 は, ま
さ しく母性看護実習体験そ の もの が母性意識を促
進させ る もの で ある こ とを証明した.
3) 実習後の母性意識の変化に関与するもの の検討
実習後の 得点の 上昇 ･ 下降で みて みると, 肯定 ･
否定項目共に上昇 して い る者は半数以上で あ っ た
が , 下降した者 も3割程度あ っ た . これ は, 青年
期の 多感 な時期 に母性実習の 体験 をする こ とば ,
全て の者 の 母性意識 を高め ると は限らな い と い う
結果で ある. そ こで , 母性意識の 実習前後の 上昇 ･
下降に 関与する実習体験を知るた め実習体験項目
を用 い て 分析を お こ な っ た . そ の 結果, 母性意識
が高 い群で ある肯定項目 の 高得点群と否定項目の
低得点群 で は , ど の 体験 も有意な関与はみ られな
か っ たが , 母性意識が低 い肯定項目 の低得点群で
は, 乳房 マ ッ サ ー ジ実施 , 否定項目 の高得点群で
は, 正常分娩見学, 授乳介助体験 に関与がみ られ
た
.
これ は, もともと母性意識が高か っ た者 に は,
実習体験の 有無は母性意識そ の もの に関与しなか っ
たもの の , 母性意識が実習前に 低か っ た者 に と っ
て , 否定項目で正常分娩見学, 授乳介助体験は母
性意識を上昇さ せ る体験で あ っ たと い える . 反対
に肯定項目で 乳房 マ ッ サ ー ジ実施 の 有無が上昇群
に より体験 したもの が少なか っ た こ とよ り, む し
ろ母性意識を下降さ せ る傾向があ っ たと いえ る .
こ の乳房 マ ッ サ ー ジ実施 に つ い て は, 統計的に 有
意水準に達 して おらず (p - 0.07) 傾向の みで あ っ
た こと と, 先行研究がな い ため今後そ の 因子を検
討する余地が ある .
2 . 性役割観
本研究 の 結果, 平均点 は32.7点 (S D±4.0) で
あり , 性役割観 は革新的男女平等観群が , 約半数
を占め , 反対に保守的 ･ 因習的女性役割観群 は,
5%に満た ない と い う結果で あ っ た . こ の結果と
性役割観を調査し た先行研究 と比較 して み る( 資
料4). 1983年に 東ら15)の女子大生127名を対象に
行 っ た調査で は, 平均点28.1点, (SD±6.0), 1996
年に 坂梨 ら8)の 看護学生 ( 専門学校3年生) 92名
に 行 っ た調査で は , 平均点29.5点 (S D±4.3) で
あ っ た
. 今回の調査と こ の 研究を比較すると今回
の 本学学生 の 方が有意に得点 の上昇が認められ た.
こ の こ とは東らが調査した学生 (1960年前半生ま
れ) と , 坂梨 らが調査した学生 (1970年前半生ま
れ) と , 今回の 本学学生 (1976- 1980年生まれ)
と の 間 で性役割観 に明らかな差が あり , 本学学生
が より革新的男女平等観が強くな っ て い ると い え
る. こ の 3 つ の集団は, 調査対象が女子大生 , 看
護専門学生, 看護大学生と集団 に違い はある もの
の , 年代を追 っ て性役割観 に おい て 男女平等観が
強くな っ て い た. これ は年々 進む女性 の 社会進 出
や 晩婚化な どの 影響が考え られ, 看護系大学 に お
い て も今後ますま すこ の 傾向の 学生が多くなる と
考え られ る.
資料4. 性役割観と先行研究と の比較
研 究 対 象 の 出 生年 n 平 均 s D
東 ら (1960年 前 半)
坂 梨 ら (1970年 前 半)
一
.
｢
-
一
8
7
9
2
5
4
6
5
0
4
8
9
2
2
7
2
2
9
1
本 研 究 (1976- 19 8 0年) 188
1サン プ ル t 検 定
* * *
p < o.o o 1
3 . 母性意識と性役割観との 関係
性役割観群別に母性看護実習前後 の 母性意識 で
は結果 , 母性意識がもと もと高い 保守的 ･ 因習的
女性役割観群 は, 肯定 ･ 否定項目と も母性意識が
高く, 実習に よ る変化 はみら れなか っ た もの の ,
母性意識が低か っ た革新的男女平等観群や中間群
で は, 実習 の 体験を通 して母性意識が . 実習後 に
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高く変化 した. これ は, 母性看護実習は, 特に革
新的男女平等観群と中間群 の 者に と っ て 母性意識
を促進する体験で あ っ たと い え る. ま た , 母性意
識 の 肯定項目で 性役割観と逆相関がみ られた こ と
は, 先行研究 に は無か っ た結果で あり, 先行研究
の 時代 に比 べ 本学学生 の 母性意識が低く, 性役割
観が革新的男女平等観 に傾い て い る こと を裏付 け
るもの と考える .
結 語
1
. 実習前後 の母性意識 の 比較で は, 実習後に母
性意識 の 上昇がみ られた .
2 . 実習後 の 変化に関与する因子を分析するため ,
学生が実習時体験した項目を用 い分析 した結果,
実習前に母性意識が低 い 者に正常分娩見学, 揺
乳介助体験が実習後の 母性意識 の 変化 に関与 し
て い た.
3
. 性役割観 で は , 革新的男女平等観を抱く者が
90名 (47.9 %), 中間層が89名 (47.3%), 保守
的 ･ 因習的女性役割観を抱く者が 9名 (4.8%)
で あ っ た
.
4
. 実習前 の 母性意識と性役割観と の 関連で は ,
革新的男女平等観を抱く者で は母性意識が低く,
保守的 ･ 因習的女性役割観を抱く者 は母性意識
が高か っ た.
5. 実習前後の 母性意識と性役割観と の 関連で は,
革新的男女平等観を抱く者と中間層で は母性意
識 の上昇が み られ た.
6. 先行研究と の 比較 に お い て , 本対象 は母性意
識が低く , 革新的男女平等観に 傾く傾向が あ っ
た
.
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Evalu atio n of edu c atio naleffic a cy of
m ater nalnursing pra ctice on the a cquisitio n and
developm ent of m ater nalaw arene s s
Kyoko S A SA NO
l)
, To m o mi H ASEGAW A
2)
, M its u eH O R II
2)
Tokie T S U K A D A
3)
1) Res e a rch Stude nt, Toya m aM edic ala nd P ha r m a c e utic al Univ e r slty
2) Toya m aM edical a nd Pha r m a ce utical Univ e r sity
o ヽ ′･･･tJ ノ
be r ei Gaku e nJunior college ofn ursing
A bstr a ct
【Pu rpo s e】 T he pu rpo s e s ofthis study w e reto ev alu ate the edu catio n al effic a cy of
m ate r n aln u r sing pr a ctic e o nthe a cqu lSitio n a nd de v elopm e nt of m ater n ala w a r e n e s sしM A),
and to clarify the r elatio n ship betw ee n m ate rn al a w a r e n es s a nd ttitude to ward s e x u al
r ole s. 【M ethods】 W e obtain ed info r m ation from 188s eniorfe m ale stude nts of o u r n u r sing
s cho ol by m e a n s of s elf- r epo rting qu e stio n n air es o nthe
"
m ater n al ide a" fo r M A a nd
"
attitude-to w a rd- w o m a n
' '
s c ale fo r s e x r ole. 【Res ults】 By c o mpa ring sc o re sbefo r e a nd
after pra ctic e, w efo undthatthe stude nts a ctu ally m atu r atedtheir MA afterthe pr a ctic e.
T helogistic regr e ssio n a n alys上s Sho w edthat s e v e r alpra cticing e xpe rie n ce s s u ch a s obs e r-
v atio n of n o r m al deliv e ry a nd bre a st-fe eding a ssista n c e a ct a sim pa cting fa cto rs o nthe
s c o r e cha nge s. A m o ng 188re sponders, 90students(47.9%)had a w a r e n e ssfo r equ ality of
the se x e s, while 9 stude nts (4.8%) re m ain ed c o n s e r v ativ ebefo r ethe pr a ctice. As fo rthe
relatio nbetw e e nM Aa nd a w a r e n es s of pecialr ole of w o m e n(A S R W), the r e w a s ate nde n cy
that the students with m o r e a w a r en e s sfo r equ ality ofthe se x es sho w les sM A, whe re a s
tho se with c o n s er v ativ e AS R Wsho w m o reM A. As fo rthe r elatio n betw ee nA S R Wa nd
the cha nge of M A, the r e w a s ate nde n cy that the pr a ctic ein c re a se sM A of stude nts
with m atu r ated a w a re n e s sfo r equ ality ofthe s e x e s. 【Co n clu sio n】 T he sefindings show
that m ate r n al n u r sing pra ctic efor nursing students pro vide a n op po rtu n lty tO yield
de eperM A, thr o ugh spe cific e xpe rie n ce s s u ch a s obse r v atio n of n o r m al deliv e ry a nd bre a st-
fe eding a s sista n ce.
Key w o rds
m ate r n ala w a r e n es s, m ater n al n u r singpr a ctice, attitude sto w a rd w o m e n,
pr a ctic aleffe ct, n u r sing edu c atio n
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